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蘭

F
醗

キ
ヤ

ナ

ソ
の
富

の
概

念

に
就

看
て

(
二

、完
)
、

第
十
巻

(第
三
號

七
〇
)

三
七
八

半

ヤ

ナ

ン

の
富

の

榔
…念

に
就

き

て

(二
、完
)石

川

第

二
段

キ
ヤ
ナ

ン
の
富

の
概
念

の
意
義

、

興

二

凡
そ
、

一
個
の
學
の
根
本
概
念
に
就
き
論
争
の
激
し
き
こ
ξ
経
済
學
に
於
け
る
が
如
き
も
の
は
殆
ざ
稀
で
あ
ら

う
。
是
其
概
念
を
輩

に
其
概
念
自
身
ご
し
て
論
ず

る
が
故
で
あ
る
。
こ
れ
所

謂
概
念
の
遊
戯
で
あ
る
。
斯
學
の

一

個
の
概
念
の
可
否
、
償
値
は
そ
が
斯
學
そ
の
も
の
に
謝
す

る
意
義

に
於
て
始
め
て
挽
割

し
得

べ
き
も
の
で
あ
る
、

も

ロ

マ

も

も

カ

ら

も

セ

し

じ

し

　

・呪
し
て
や
斯
學
の
主
題

ε
し
て
の
、
、氏
の
富

の
概
念
の
意
義
は
、
只
そ
が
斯
學
全
勝

に
及
ぼ
す
意
義
に
依
b
て
の

み
批
判

さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

富

の
概
念
が
斯
學
に
及
ぼ
す
意
義
は
」
其
「
冨
』
が
斯
學

に
與
ふ
る
特
徴
の
意
義

で
あ
る
。
而
し
て
此
「
富
」
の
斯

學
に
與
ふ
る
特
徴

は
『
富
」
そ
れ
自
身

の
特
徴
に
依

る
の
で
あ
る
、
故
に
先
づ
此
『
窟
』
自
身
の
特
徴

の
吟
味
よ
り
始

め
ね
ば
な
ら
ぬ
り
,

其

一

氏
の
富
の
特
徴

う

ち
も
も
ゆ
あ

,
「
氏
の
「
窟
』
の
第

一
の
特
徴
は
、
前
述
せ
し
如
く
富
の
主
観
化
で
あ
る
。
即
ち
そ
は
通
説
の
冨
な
る
貨
物
叉
は

動
勢
そ
れ
自
身
で
は
な
く
、
此
等
の
も
の
よ
b
享
受
す
る
人
間

の
満
足
で
あ
る
。
即
ち
外
界

に
存
す

る
物
よ
b
、

も

も

ヤ

ぬ

人
間
の
内
界
即
ち
心
の
世
界

へ
流
れ
八
つ
た
為
の
で
あ
る
。
故
に
此
意
味
に
於
て
そ
は
内
界
の
富
ε
も
云
ひ
得

る
、

'



.

が
、
然
し
斯
學
に
於
て
内
界
の
富
叉
は
財
ε
云
ふ
時
は
、
普
通
西
人
の
技
術
等
を
意
味
す
る
を
以
て
、
之
ε
混
同

を
避
け
る
爲
め
、
同
じ
く
適
當
な
語
で
は
な

い
か
.も
知
れ
戯
が
、
主
観
的
富
叉
は
富

の
圭
郷
化
ご
云
ふ
語
を
余
は

用
ひ
來

つ
た
の
で
あ
る
り

し

も

セ

此

富

の
主
観
化

は
.
そ
を
表
は
す

べ
き
語
を
考
.
へ
ね
ば

な
ら

澱
程

に
、
氏

の
富

の
絶

劃
的
特
徴

ご
云
ふ
も
過
言

.

で
は
あ

る
ま

い
。
例

へ
ば
、
世

界
的

に
代
表

的
の
も

の
巴
も
見

る

べ
き

マ
ー

シ
ャ

ル
敏
授

の
原
論

、
叉
我
國

に
て
●

最
新

の
代
表
的
原

論
た

る
輻
田

、
山

崎
而
博

士

の
著

に
見

る
も
、
斯
學

の
主

題

ε
し

て
、
氏

の
如

き
、
主
観

的

の

富

の
概

念

は
見
ら

れ
な

い
の
で
あ

る
。
假
令

「
富
』
を
押
進

め
て
所
謂
無
形
財

を
ま

で
含
ま

せ

て
も
、
之
を

キ
ヤ

ナ

ソ
氏

よ
り
見

れ

ば
、
此
等
無

形
の
財

は
有
形

の
財

ビ
共

に
、
軍

に
外
界

に
あ

る
富

の
手
段

に
過

ぎ
識
も

の
で
あ

る
。
脅

人
は
歴

別
を
充

分

に
明

か
に
す

る

こ
ε
が

大
切
で
あ

る
。

ラ

ゐ
も
る
リ
ヤ

も
し
　も
し

ご
経
済

的
富

の
標
準

こ
し

て

の
交
換

の
可

能
性

の
排
除

、
是
第

二

の
特
徴

で
あ

る
。
氏
が
上
述

の

『
富
」

の
手

ぐ
段

た
る
も

の

、
中

へ
動
勢

を
も
含

ま

し
む
る
こ
ε
は
、
氏

の
富

の
特

徴

ξ
も

云

ひ
得

る
が
、
然

し
、
比

熱
は
排
斥

す

る
學
者

も
多

い
が
亦

之
を
容

れ

る
學
者

も
少
く
な

い
。
只
氏

に
於

て
特

に
特
徴

ご
考

N
ら

る

、
は
、

こ
を
輩

に

富

の
手
段

ど
し
て
含
ま

し
む

る
こ

オ
.で
あ

る
。
然

し
此
よ
呼
も
特

に
注
意
す

べ
き
氏
凋

特

の
黙

は
、
脛
濟
的
富

ご
.

然
ら

ざ
る
も
の

と
の
匠
別
標
準

ε
し

て
、
殆

ご
定
説

ご
な

っ
て
み
る
交
換

の
可
能
性

ε
云

ふ
表
徴

を
明
白

に
排
除

せ
し
こ
ε
で
あ

る
。
例

へ
ば
幅

田
博
士

の
著

に
は

、
氏
ε
全
然
反
封

に
、
皆
　幣
便
値

を
有
す

る
`
云

ふ
こ
ざ
を
以

て
、
脛
濟
駒
留

は
勿
論

、
総

て

の
経

済
學

の
根
本
概

念
の
枳
本

的
特
徴

ご
し

て
あ

る
㎎

マ
ー

シ
ャ
ル
氏

も
経

済
的

.
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論

説

キ
ヤ
ナ
ン
の
富
の
概
念
に
就
さ
て
三

、完
)

第
+
巻

(第
三
號

七
二
)

三
入
Q

.

全
く
言
及

し
て
な

い
も

の
も
あ

る
が
、
之

を
否
定
す

る
學
者

に
至

っ
て
は
甚

だ
稀

れ

で
あ

乃
。
而
も

氏
は
之

を
排

除
す

る
に
多
く

の
理
由

を
以
て

し
て
み

る
、
其

中
景
有

力

な

み
も

の
を
翠

れ
ば
、
交
換

の
可
能
性

ε
云

ふ
ご
ε
を

経
済
的

冨
邸

ち
斯
學

の
主
題

た

る
富

の
要

件

`
す

る
こ

ε
は

、
此

富

の
概

念

の
存

立
を
、
私
有
財
産

制
度

の
存
在

り

も

も

し

へ

や

　

リ

サ

も

ヤ

も

ロ
　

や

ち

の

ロ

吸
咬
甥

噴
潅

糎

竜

む
・
も
の
で
め
り
、
從
。

蕾

』
。
學
廃

藩

學
の
運
命
。
、
同
。
、
私
蘇

産

過

現

難
雛
織
難

　難

　灘
羅
響
胴∴
　

・
　

・
書

　

・
弩

・
奮

・
£

・
.
　

此
二
者
・
別
・
、
恰
・
舌
革

の
　

別
・
如

酬
・
恥

く
に
、
何
人

に
も

一
目
瞭
然

た

る
も
.の
で
あ

る
か
ら
、
吾

人

は
、

「
方
、
「
飢
餓

の
満

足
」
ご
云

ふ
如

き
最
明

か
な

面

・
欝

的
楚

・
、
他
方
、
「贅

の
誓

拒
宅

餓
死
す
る
殉
警

・
満
足
』
ε
云
・
が
如
叢

非
経
欝

・
満

㎞
誌

灘
偏継
戦
灘
融鞍
糊繋
糠
潔
騰
㎝辮m十

町

拘
ら

キ
我

々
は
、
貨

物
叉

は
動
勢

よ
り
来

る
人
聞

の
満

足

を
増

加
又

は
減

少
せ
し
む

る
原
因

は
何

で
あ

る
か

ご
云

㎜
第

㎜

ふ
慧

塞

く
蓄

に
且
墓

場

掌

る
こ
嘉

出
水
、酒

て
群

発
甜

羅

雛

で
あ
・
、
芸

ふ
の
で

総

㎞

の

あ
る
。
斯

く
し
て
氏

の
富

の
概
念

は
経
済
學

の
主

題

ご
な

り
、
齢
ち
亘

に
経
済
的
冨

た
る
こ
ご
を
得
た

の
で
あ

る
。

り
の

㊦



し

氏
は
斯
く
氏

の
冨

の
限
界

が

程

度

の
差

に
あ

る
こ

ご
を

認
む

る
こ

こ
ろ

に

於

て
氏

の
富

を
人
間

の
幸

福

の
比
較

的

物
質
的

方
面

〔月
琴

ヨ
o
「①
ヨ
昇
ω「凶巴

り叩亀
田
o
{
ゴ
ヨ
づ
p
ロ
ゴ
p
も
や
ぢ
窃
。。
)
ε
云
ひ

又

は
簡
眠

に
物

的
幸

幅

(ヨ
p
8
瓜
巴

ヌ

ド

≦
。
野

。
)

ε

乎

76

み

る
」

一

、
月

、

一二
冨
の
所
得
性

、
之

が
氏

の
冨

の
概
念

の
第

三

の
特

徴

で
あ

る
。
即

ち
氏
の
冨

は
或

期
間

に
入
り
来

る
も

の
で

く
あ

る
が
故

に
時

の
捌
念

よ
b
見

て
所
得

で
め

る
。
但
し

其
所

得

の
物

膿

に
就

い
て
は
、
普
通

の
所
得

が
金

銭
其

他

外
界

の
物

だ

る
ご
は
、
全
然

異

る
こ

ε
を
注
意

せ
ね
ば

な
ら
阻
。
斯

く

の
如
く
縄
.濟
墨
'の
士
⊥題

を

一
定
期
間

に
入

り
來

る
も

の
こ
し
て

の
所
得

ご
ず
る
こ
ε
は
、
決

し
て
氏

一
人

に
限

る
特
徴

ご
は
云

へ
ぬ
が
、
而
も

こ
は
、
漸

く

も

も

の

り

の

瀞
㎝近

に
於

け

る
學
界

の
趨

一勢
な
の
で
あ

る
。

帥

ち
斯
學

の
主
題

は
氏

が
述

べ
し
如

く
、

∩
四
恩
け巴

～～、。巴
二
μ

よ

り

H
g
o
日
。
謹
留
写

に
次
第

に
愛
遷

し
來

つ
た

の
で
あ

る

。

)

、

噛

功

四
民

の
臨

の
第

四
の
特
徴

は
主
格

に
就

い
て
ゴ
あ

る

。
而

し

て
其

は
第

一
、
先

に
述

べ
し
如

く
富

に
主
格

ε
し

て

の
人
格

の
必

要
な

る
こ
を

特

に
主

張
し
、
そ
を

明
か
に
限

定
し
た

こ
{
。
第

二
、
其
主
格

の
内

に
階

級

を
加

へ
、

旧

階
級

全
慌

の
富
な
る
も

の
を
考
察
せ
ん
こ
せ
し
こ
と
。
第
三
、
此
異
な
る
主
格

の
窟
、
殊

に
個
人
め
冨

ご
國
茂

の

ラ

富
こ
の
關
係
に
就

い
て
、・
次
の
如
き
見
.解
を
下
せ
し
こ
`
で
あ
る
。

イ
此
三
種

の
主
格

の
冨
の
内
、
基
本
的
な
る

く

う

も
の
は
個
人
的
富
で
あ

っ
て
、

ロ
而
し
て
氏

の
耐
會

の
富
は
、
普
通

の
原
論
に
、
肚
會
的
富
ご
す
る
、
其
肚
會
の

く

人
員

の
鰍

や
個
人
の
寓
を
考
慮
す

る
こ
ε
な
く
、
胆

に
其
肚
曾
に
存

す
る
全
艦
の
生
産
物
に
は
あ
ら
参
し
て
、
共

助

肚
曾

に
住
ん

で
み

る
各
員

の
物
的

幸
輻
帥
個

人
的

‡
親

的
富

を
基
礎

ざ
し

て
考
察

し
だ
も

の
で
あ

る
、

氏

の
富

の
概

念

に
は
、
更

に
、
上
述

の
四
特
徴

の
相

互
の
關
係

に
就

き
特

に
注
意
す

㎡、き
特
徴

が
あ

る
。
卸

氏

論

説

キ
ヤ
ナ
ン
の
富
の
概
念
に
就
斗
・て
(二
、完
)

第
十
磐

λ
第
.二
號

.
七
三
)

三
八
一
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P

論

説

キ
ヤ
ナ

ソ
の
富
の
概

書

就
き
て
(
二
』
兀
)

第

霧

(
第
三
號

七
四
)
.
.三
八
二

の
冨

の
概
念
に
於
て
は
、
之
等
四
特
徴
は
、
内
面
的
必
然

の
關
係

に
立
つ
も

の
で
あ

っ
て
、
多
く
の
富
の
概
念
論

に
見
ら
れ
る
が
如
く
、
任
意
に
寄
せ
集
め
得
.ら

る
、
が
如
き
も
の
で
は
な
い
め
氏
の
富

の
他
の
一一一特
徴
は
、
其
第

「
一
の
特
徴

だ
る
富

の
主
観
化
の
必
然
的
に
伴
ふ
結
果
で
あ
り
、
叉
は
此
根
本
的
特
徴
成

立
の
要
件
を
成
す
も

の
で

あ
る
。
餉
「ち
先

づ
そ
の
第
二
の
特
徴

に
つ
い
て
見

る
に
、
金
銭
を
得
る
矯
め
以
外
の
動
機
よ
り
す
る
生
産
の
大
部
.

℃

分
は
交
換
償
値
を
有
す

る
所
謂
富
の
中

に
入
ち
ざ

る
も
而
も
氏
の
富
た
る
人
の
物
的
幸
薩
は
之

に
關

は
る
こ
ご
大

X

即

な
る
が
故
に
富
を
主
観
化
す
る
こ
ε
は
自
ら
交
換
げ
可
艀
催
ξ
云
ふ
衰
微
を
冨
の
概
念
よ
軌
揮
附
す
る
こ
.ミ

な

出

職
鱗
欝

綴
蹴肋織
漏繋

概霧
鰯
網難

・
か
曳
　

は
・
・
　

し
て
の
脚
潔

癖蓬

灘

顎
湊

　
　

　

・　
.

黙

る鞭
簿

郵

鐸

験
難
縄讐

蒙
鰐

鑓

ボ
　
・
難

ら
ゐ
・
も
の
な
の
で
あ
・
。
さ
れ
罠

の
『
箆

の
嚢

を
繋

る
に
も
、
主

已

て
此
富
の
主
観
化
に
就
き
て
論

覗
識

㎜

耀
治

す
れ
ば
足
る
の
で
め
る
。

.

+
町
翫

其

二

氏
の
富
の
概
念
の
意
義

第
皿
罫

離

融

一
、
経
済
學
の
人
生
化

思
ふ
麺

濟
學
の
人
生
化
は
籍

欝

學
震

の
歴
史
で
あ
っ
㌔
.

珊

瑚

毒

`



先
づ
富
は
纒
濟
學
獲
展

の
初
階
段

に
於
て
は
茜
だ
人
生
に
縁
遠
き
も
の
で
あ
っ
批
℃

マ
ー
シ
ャ
ル
氏
の
云

へ
・る

が
如
く
「
近
代
の
麗
濟
學
は
、
其
淵
源
に
於
」て
は
富
を
人
生
の
手
段
ご
云
ふ
よ
り
は
寧
ろ
聡
剃
酔
勢
絆
貯
約

分
翻

も

げ

の
こ
看
做
す
傾
向
を
有
し
て
み
ね
の
で
あ
菖

。然

る
に
後

に
及
ん
で
冨
は
勾
金
か
争
齢

こ
な
り
人
生
に
近
き
も
の

ご
な

っ
た
、
.而
し
て
現
代
輕
濟
學

一
般
の
富

の
概
念
は
此
歌
態

に
あ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
キ
ヤ
ナ
ン
民
に
至
っ

て
は
。
更
に
再
轄
し
て
、
今
日
冨
ε
せ
ら
れ
て
る
る
も

の
は
富

の
手
段
ご
な
り
、
富
は
人
の
幸
輻
の
状
態
ご
な
ゲ

ヨ

ヤ

カ

う

も

や

の

モ

入
生
そ
の
も
の
ε
嫁

つ
π
の
で
あ
る
。
帥
ち
氏
は
斯
く
て
富
の
人
生
化
を
終
局
ま
で
押
進
め
た
の
で
あ
る
ゆ

此
富
の
人
生
化
の
徹
底
の
斯
學
に
及
ぼ
す
意
義

は
、
當
然
に
経
済
學
そ
の
も
の

、
人
生
化
、の
徹
底
で
あ
、る
。
斯

學
の
人
生
化
ぼ
種

々
な
る
方
面

か
ら
種
々
な

る
黙

"
於
て
行
は
れ
飽
、
経
済
人
が
次
第
に
現
實
の
人
間

ε
な
り
、

経
済
行
爲
の
動
機
が
機
械
的
の
も
の
よ
り
次
第
に
人
間
的
の
も
の
ε
し
て
取
扱
は
れ
る
に
至
b
し
こ
`
虹
、
斯
學

入
生
化

の
著
.し
き

「
面
で
あ
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
氏
原
論
の
人
生
化
の
主
因
の

一
は
此
黙
に
あ
る
61

然
る
に
キ
ヤ
ナ

民

に
於
て
は
、
寡

慾

藁

懲

慰

奉

掌

ぎ

潔

癖

で
継

濟
雰

搭

匁

雰

謬

聲

や

ね

も

う

カ

セ

ヤ

も

せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
即
ち
以
下
氏

の
著
書
に
就
き
比
熱
を
具
磯
釣
に
明
に
し
や
う
。
.

氏
の
原
論

、、薯
.、
菩
.、
は
富
の
原
因
の
研
究
で
あ
る
。
而
し
て
氏
の
主
観
的
富
は
人
が
貨
物
及
動
勢
即
ち
経
済

財
を
消
費
せ
し
結
果
な
れ
ば
、
此
富
は
人
の
消
費
生
活
を
決
定
す

る
僚
件
、
即
ち
、
第

一
に
個
人
が
得
る
紺
鯉
貯

寮

、
第
二
・
人
が
そ
を
家

事

畜

、
第
三
・
之
を
享
受
す
る
人
倫

雰

終

に
關
は
る
こ
昌

當
然
で

あ

る
。
故

に
氏

の
原
論

は
圭

ご
し
て
此
冨

の
三
篠

件

の
研
究

で
あ

る
。
.而
し

て
経
済
財

を
主
題

ε
す

る
普
通

の
原

論

の
研
究

は
殆

ご

、
僅

に
此
第

一
條

件

の
、
而

も
其

一
部

に
關

す

る
も
の
で
あ

る
。
從

て
氏

の
原

論

は
普
通

の
原

論

醗

キ
ヤ
ナ
ン
の
富
の
概
念
に
就
き
て
三

・完
)
.

第
+
巻

〔第
三
號

七
五
〉

三
八
三

15)
16)

17)

Marshall;Pri1〕ciplesofEconomics.

本 誌 第 十 巻 第 一 號PP、68-9PP71-6

Marshall;P=.inciplesofEconomics.
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吋

`

論

説

キ
ヤ
ナ
ン
の
富
の
概
念
に
就
き
て
(二
、完
)

鋪
†
巻

(第
三
號

七
六
)

三
八
四

論

の
如

く
雄

鹿
、
交
換
、

分
配
井

に
消
費

の
一二
叉

は
四

部
門

に

分
た

る
こ
ε
な
く

、
其
考
察

は
寧

ろ
此

三
篠
件

の

掘
黙

よ
り
な

さ
る

、
こ
ε
が
最
適
當

で
あ

る
。
余

は

以
下
此

僚
件
を
富

の
三
僚
件

`
呼
ぶ
。

へ

其
第

一
部

(第

二
ー1
五
章
)
は
、
冨

の
三
篠
件
を

「
般
的
に
考
察
す
る
の
で
あ
る
。
そ
は
富
成
立
の
根
本
條
件

を
論
ず
る
黙

に
於
て
所
謂
生
産
論
に
相
當
す
る
も
の
で
め
る
が
而
も
普
通
の
生
産
論
は
輩
に
富

の
第

一
僚
件

の

一

部
に
關
す
る
も
の
で
、
こ
＼
に
は
更

に
直
接
消
費
生
活
に
關
す
る
他
の
二
條
件
が
、
考
察
さ
れ
て
み
る
Q

や

も

う

し

し

ヘ

へ

も

カ

ヤ

へ

第
二
部

(第
六
一
十
二
章
)
は
、
冨

の
第

　
條
件
即
ち
各
人
の
得
る
縄
濟
財

の
分
量
を
決
定
す
る
原
因
の
研
究

諭
で
あ
る
。
こ
は
更
に
二
段

に
分
れ
前
段

(築
山
ハ
i
七
章
)
は
、
現
砒
會
に
於
て
脛
濟
財

の
個
人

へ
の
供
給
を
支

配
す
る
も
の
は
何
な
り
や
、
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
、
其

の
中
.心
理
論
を
な
ず
も
の
は
人
間
の
利
己
心

の
働

ご
領

.

絡
決
定
の
理
論
ε
で
あ
る
、
故
に
此
は
普
通

の
原
論
に
所
謂
償
略
論
に
相
當
す

べ
き
も
.の
な
る
が
而
も
所
謂
…償
格

の
理
論
は
本
論

の
説
明
の
基
本
的
理
論
た
る
に
過
客
す
し
て
、
典
範
園
は
遙
に
所
謂
償
緒
論
よ
り
廣
く
叉
遙

か
に

多
く
實
生
活
に
鯛
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
其
後
段

〔第
八
-
十
二
章
)
は
、
個
人

の
貨
幣
所
得

02
決

定
論

で
あ
る
、

是
、
前
段
の
提
論
に
依
っ
て
、
㎡

人

へ
の
縄
濟
財
の
供
給
を
支
配
守

る
主
π
る
も
の
は
、
現
砒
會

に
於

て
は
貨
幣

し

モ

で

い

コ

や

し

へ

所
得
な
る
こ
ε
を
知

っ
た
か
ら
、
各
人

の
此
所
得
の
量
を
明
か
に
す
れ
ば
本
殿

の
目
的
た
る
個
人

の
得

る
縄
濟
財

の
分
量
は
知
b
得

る
わ
け
で
あ
.る
か
吟

で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
ご
は
所
謂
分
配
論
に
相
賞
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
而

グ

も
普
通
の
分
配
論
の
如
く
所
謂

身
9
ま
昌
既

α
[旨
量
一ρδ
コ
を
圭

ε
す

る
も
の
で
は
な
く
て
、
個
人
の
所
得
源
た
る
曾

労
働
叉
は
財
産

の
各
人
の
所
有
量
を
決

す
る
諸
原
因
、
婦
女
子
の
所
得
に
件

ふ
特
殊
事
情
等
、
甚
だ
實
人
生

に
鰯

,

一

れ
た
諸
問
題
が
考
察
さ
れ
て
み
る
。

,

∫



、

や

や

や

し

ヤ

ル

第
三
器

〔第
十
三
章
)
ば
主
己
し
て
富
の
三
篠
件
の
第
二
即
ち
各
人
が
其
得
た
る
経
済
財
を
庭
分
す
る
方
法
及

へ

も

コ

し

カ

第
三
即
ち
経
済
財
を
享
受
す
る
人
の
欲
望

の
性
質

の
研
究
で
あ
る
、
さ
れ
ば
、
こ
は
所
謂
消
費
論
に
相
賞
す

べ
き

も
の
で
あ
る
が
、
.而
も
普
通
の
消
費
論
の
圭

こ
す
る
敷
用
逓
減

に
關
達
せ
る
事
實
の
外
に
人
の
溝
費
生
活
又
は
主

観
的
寓
を
決
定
す
る
多
く
の
直
接
原
「因
が
考
察
さ
れ
て
み
る
。

要
す
る
に
氏
の
富
の
根
本
的
特
徴
は
、
斯
學

の
全
騰
即
ち
生
産
.
交
換
、
分
配
、
清
費
の
総
て
の
論
を
人
間
の

消
費
生
活
の
観
照
よ
り
統
括
し
、
此
生
活
の
直
接

の
條
件
又
は
原
因
に
改
造

す
る
こ
ε
、
な
つ
な
の
で
あ
る
。
而

し
て
本
來
の
人
生

々
悔
は
、
人
の
消
費
生
活

に
あ
る
一

文
化
的
創
造
生
活

も
亦
此
意
味

に
於
て
は
消
費
生
活
で

り

め

　

セ

め

も

も

も

し

あ
る
一

が
故

に
斯
學
は
斯
く
し
て
直
接
に
實
人
生
の
爲
の
纏
濟
學

ご
な
っ
た
の
で
あ

る
。
是
即
ち
斯
學
の
人
生

化
そ

の
も
の
で
あ
る
(註
=
。

今
輕
濟
學
の
歴
史
を
見

る
に
、
生
産
論
は
久
し
く
偏
重
せ
ら
れ
、
之
に
反
し
て
.
消
費
論
は
軽
覗
さ
れ
、
時
に

は
斯
學
の
部
門
よ
り
除
去

せ
ら
れ
た
程
で
あ
る
が
、
輓
近
に
於
け
る
斯
學
人
生
化
の
凝
展
は
自
ら
消
費
の
問
題
を

畑

重

ぜ
し
む

る
に
至

つ
な
、

而
も
街

消
費
論
は
原
論

の
雀

頭

に
於

て
序

論

の
地

位
を
占

め
又

は
末

尾

に
於

て
附
論

の

地
位

を
占

む

る
に
過

ぎ
な

か

っ
た
、
然

る
に
氏

に
至

っ
て

は
、

∩
巷
[一己

≦

σ巴
子

叉

は

ぎ
6
0
ヨ
。
宅
。
巴
窪

ε
し

て
生
産
論
文

は
分

配
論

の
地

位

に
あ
り

し
冨

が
、

し∩
僧
騎
融
。二
8

ご
な
り
て

消
費

論

に
移

る
ε
共

に
、
消

費
論

は

コ

リ

し

つ

り

も

た

カ

も

一
轄

し
て
原
論
全
艘
の
中
心
問
題
、
終
局
の
目
的

ε
な
り
、
.所
謂
生
産
の
學
で
あ
り
第
三
階
級

の
世
利

の
學
穴
り

、

、

U

、

、

騒

、

、

、

、

、

、

し
斯
學
は
.
全
人
類
の
其
人
生
の
爲
め
の
學
ご
な
り
、
斯
畢
の
人
生
化
は
徹
底
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
は
圭

こ
し
て
氏
の
富
[の
楓
本
特
徴

に
就

い
て
里
め
る
が
、
此
特
徴

の
中

に
包
含
せ
ら
乃

べ
き
他
の
↓二
特
徴
の

論

説

キ
ヤ

ナ
ン
の
富
の
概
念

に
就
婁

三

、完
)

第
†
巻
.

(第
三
號

七
七
)

琶

八
五

1e)Marshall;Pri!1(:iplerofEeo1、01n比 臼,BookTIT

19)山 崎 畳 次 郎 嬉 士 、樫 濟 原 論 第 五 篇 、
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論

説

キ
ヤ
デ
y
の
富
の
概
念
に
就
き
て
(二
、完
)

第
十
巻

(第
三
號

七
八
)

三
八
六

意
義

は
自
ら
此

根
本

特
徴

の
意
義

の
中

に
包
含
せ

ら
れ

從

て
呵

じ
く
斯

學

の
人
生
化

な

る
こ
ε
は
前
述

せ
し

せ
こ

う

リ
ヘ
カ
も
エ
セ
ヘ
カ

ヤ

ろ
よ
り
明
か
薄
あ
る
。
只
藪
に
は

菱

換
可
能
性
の
排
除
ご
云
渦
こ
濠

変
換
便
値
を
有
せ
ざ
る
財
を
も
斯
學

の

く

エ

の
ナ
ヤ
や
し

ヨ
ラ

問
題
た
ら
し
め
二
所
得
性

の
高
張
は
所
得
論
に
重
き
地
位
.を
與

へ
三
富

の
主
幣
中
に
特

に
階
級
を
加

へ
し
こ
蓬
は

く
　
　

げ

く

專
ら
階
級
全
盤
ε
し
て
の
所
得
を
論
ず

る
第
十

一
章
を
結
果
し
た
.、
.こ
と
を

=
旨
し
て
置
く
。

一

・
.
.

二

経
済
學
の
擬
張
.

.

氏

の
富
の
第
二
の
意
義
は
、
脛
濟
學
の
振
張
で
あ
る
。
経
済
學
獲
展

の
雁
皮
は
斯
學
の
人
生
化
で
あ

る
ご
共
に

ヤ

も

謡

誘

罐

で
あ
確

。

.
-
シ
.ヤ
氏

も
前
掲
の
語
祷

せ
て
.「
近
代
の
舞

學
は
蒲

源
・
於
・
其
範
園

が
粗
雑
狭
小
で
あ

っ
た
』
ご
.云
う
て
み
る
。
墨

に
余
は
、氏
の
『
富
』
が
斯
學
を
入
生
化

せ
し
結
果
は
.ρ
如
何
馬
多
く

コ

も
　

も

の
新
な
る
部
分
を
斯
學

に
附
加
し
、如
何

に
甚
し
く
斯
學
を
振
賑
し
た
か
を
明
に
し
だ
。
斯
學
の
人
生
化
は
當
然
に

斯
學
の
擬
張
を
賭
す
も
の
な
の
で
あ

る
o
斯
か
.く
て
氏
は
ま
た
斯
學
撮
張
の
趨
勢
を
徹
底
せ
し
め
た
.の
で
あ
る
.ρ
.

結
論

氏
の
富
の
概
念
の
現
代
肚
會
盟
…題
に
封
ず
る
意
義

今
日
の
経
済
學
界
は
斯
界
の
歴
史

の
上
北
於
て
.
肚
會
問
題
時
代

ご
も
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
最
後
に
余
は
氏

の
富

の
概
念
の
、
此
目
下
の
肚
會
問
題
に
封
ず
る
意
義
を
特
に
考
察
し
て
比
論
を
結
ぶ
こ
ご
、
す

る
。

氏

の

『
富
』

が
新
里
を
人
生
化
し
た
ε
云
ふ
こ
ご
は
、
斯
學
を
人
生
の
實
際
問
題
に

一
層
役
立

つ
に
至
ら
し
め

た
巴
云
ふ
こ
ご
で
あ

っ
て
、
「
富
』
が
斯
學

の
學
理
上
に
及
ぼ
せ
し
結
果
を
實
人
生

に
封
ず

る
意
義
に
於
て
考
察
し

ε
.こ
ろ
の
も

の
で
あ
る
。
故

に
比
恵
.義
は
「富
」
の
學
理
上
の
意
義
.に
…罰
し
て
は
實
淺
的
意
義
ご
云
ふ

べ
き
も
の
で

20) 第 六章に於て家庭内に於げる、篤志家によう及び国家の強制に よる纏i濟財の供給

緋 奎無 難 晶 叉燃 鋤 轍 財産、、厩 拗 強 持察,、画
策 八章 より第 十 二 章21)

22)Marshall;PrinciplesofEconomics.9ed.P754.



'

あ
る
、
而
も
『
富
』
の
眞

の
意
義
は
此
に
あ
る
の
」で
め
る
σ
余
は
総
て
の
根
本
概
念
反
撃
理

に
就
き
て
も
全
く
同
様

に
考

ふ
る
も
の
で
.あ
る
。
.、

-
.

圏

此
富
の
斯
學

の
人
生
化

ε
云
ふ
こ
ご
を
特
に
今
日
の
耽
會
に
就
き
て
云

へ
ば
現
代
の
肚
曾
問
題
に

一
層
役
立
し

む
る
に
至
つ
沈
ε
云
ふ
こ
ε
で
あ
る
。
於
藪
吾
人
は
氏
の
富

の
意
義
を

「
層
我
々
に
適
切
な
ら
し
め
ん
が
爲

め
に

更
に
そ
を
現
代
の
猷
會
問
題
に
封
ず
る
關
係
に
於
て
考

へ
て
見
や
う
。

屡

々
述

べ
し
が
如
く
氏

の
富

の
根
本
特
徴
は
冨
の
雫
観
化
で
あ
る
。
而
し
て
氏
の
富
の
特
徴
及
其
意
義
、
氏
の

原
論

の
特
徴
及
、某
意
義
は
穂
薄
此
富

の
根
本
的
特
徴

に
獲
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
冨
の
主
観
化

は
氏
の
総

べ
.て
の

學
説
の
特
徴
及
意
義

の
淵
源
で
あ
る
。
・

前
述
せ
し
が
如
く
、
從
來
及
現
在

の
経
済
學
界
に
於
て
、
斯
學
の
主
題
ご
せ
ら
る
、
富

の
概
念
は
、
殆
ざ
総

べ

て
、
交
換
債
値
を
有
す
る
貨
物
及
び
動
勢
で
あ
る
。

然
る
に
氏
が

此
學
界

の
殆

ご
動

か
す
可
ら
ざ
る
大
勢

に
叛

り

も

つ

し

へ

き
、
冨

の
圭
蜆
化
を
主
張
す
る
に
至
り
し
動
機

の
其
中

35
、
根
底
に
は
、
思
ふ
に
、
強
き
實
践
的
要
求
叉
は
動
機

ヤ

も

も

ら

ヤ

や

あ

コ

へ

も

や

も

や

ゐ

も

ほ

り

が
働

い
て
み
る
。
而
し
て
此
強
き
貴
賤
的
要
求
は
、
現
代

の
肚
會
問
題

ピ
云
ふ
重
要
な
る
問
題

熊
充
分
役
立
つ
こ

り

リ

や

ち

り

ろ

カ

も

も

り

ε
.の
出
來
な
い
.今
日

の
経
済
學
を
、

充

分
之
に
役
立
ち
得
る
も

の
ピ
せ
ん
ピ
す

る
、

氏
の
願
望
で
め
お
オ
、

余

は
考
ふ
る
の
で
あ
る
。
此

こ
て
は
氏

の
訳

の
論
旨
に
於
て
最
明
白

に
窺

は
れ
る
。
.即
ち
氏
は

「
生
産
及
分
配
の
學

説
」
に
於
て
日
く
、
今
日
迄

の
経
済
學

の
主
題
と
せ
ら
れ
し
.富
は

交
換
傾
億
を
有
ず
る

貨
物
井
に
動
勢
で
あ
っ

六
。
然
↓
輓
近
の
肚
會
主
義
的
叉
は
共
産
主
義
的
問
題
の
目
的

ぜ
す

る
ざ
こ
ろ
は
、」
斯
る
冨
の
増
加
で
は
な
く
、

人
類
の
物
的
幸
福
i

氏

の
富
1

を
増
す
{
ε
で
あ
る
、

從
て

其
中
.心
問
題
ε
す
る

所
は
.比
物
射
幸
輻
で
あ

臆

説

キ
ヤ
ナ

ン
の
窟

の
概
念

に
就
含
て
(二
、完
)

第
†
巻

(第

三
號

七
九
)

三
八
七

」



距

離

‡

ナ
あ

冨

警

続

き
て
三

・完
)

、

第
+
巻

(第
三
競

八
。
)

三
八
入

る
。
然
る
に
此

「
物
的
幸
輻
」
ご

「
交
換
償
磨
を
有
す

る
貨
物
叉
は
動
勢
」
遣
の
二
者
は
、
以
下
の
、諸
事
情

に
依

　

う

っ
.て

一
致
す
る
こ
ξ
の
出
來
な

い
も
の
で
る
る
、

一
所
謂
富

に
は
敷
用
遮
減
の
法
則
の
行
は
る
」
こ
ご
、
二
物
的

ラ

幸
福

に
は
所
謂
富
を
得

る
爲
め
の
勢
苦
を
誘
慮

せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
こ
ご
三
金
銭
を
得

る
爲
め
以
外
の
動
機
よ
り
す

(

る
生
産
物
の
大
部
分
は
交
換
債
値
を
有
す

る
所
謂
富
の
中
に
入
ら
ざ
る
も
而
も
入
の
物
的
幸
幅
は
之

に
關
は
る
こ

と
人
な
る
も
の
で
あ
る
、

こ
ε
之
で
あ
る
。
依

っ
て

『
経
済
學
を

交
換
贋
値
を
有
す

る
貨
物
及
動
勢
に

就
い
て

の
考
案

に
限
る
経
済
學
者
は
現
代
肚
會
問
題
に
關
し
て
沈
黙
を
守

る
か

叉
は

経
済
學
者
ご
し
て
塾
は

な
く

輩
に

ω
8
芝

℃
霞
。
岩
で
ぼ
『.

ε
し
て
語
る
外
は
な
い
」

己
云
ふ
の
で
あ
る
。

斯
く
て
氏
の

「
富
」

の
主
観
化
の
根
本
的
動
機
は
肚
會
問
題
的
實
陵
的
要
求
で
あ
り
、
.從
て
又
.氏

の
學
説
の
全

艦
は
糺肌
會
【問
題
的
意
義

を
有
す
る
こ
ご

、
な
る
の
で
あ
る
。

即

ち
今
之
を
氏

の
原
論
に
就
い
て
見

る
に
、
此
枇
會
問
題
的
意
義

は
先
に
示
せ
し
人
生
化
の
諸
黙

に
於
て
も
窺

　

は
れ

る
が
、
・坑
外

に
次

の
諸
職

に
於

て
特

に
顯
著

に
現

は
れ
て
る
る
。
加第

一
氏
は

、
其

原
論
の
第

一
部

の
冨

の
根

く

うぬ

　

木
像

件
講
中
第
五
章
の
砒
曾
制
度
論

に
於
て
、
現
肚
會

の
債
値
を
冷
静
に
批
評
し
湘
第
二
第

二
部
の
前
後
供
給
行

く

爲
の
支
配
論
に
於
て
、
現
肚
曾
に
於
て
は
貧
富
の
懸
隔
あ
る
が
故

に
纒
濟
財
供
給
の
支
配
は
欲
望

に
依
ら
で
し
て

も

も

う

　
　

う

の

ラ

需
要

に
依
る
こ
ε
を
力
説
し
、
第
三
其
第
二
部
の
後
段
所
得
論
に
於

て
、

一
所
得
不
卒
等

の
世
襲
性
及
二
婦
人
の

ロ

う

く

く
　

く

ヘ
ノ

脛
.濟
上
の
不
利
の
原
因
を
力
説

し
、
第
四
共
第
三
部
に
個
人
の
所
得

ご
富

ξ
の
不

一
致
を
来
す

べ
き
七
つ
の
原
因

く

を
論
ず

る
に
當

っ
て
、
其
各
原
因

が
・、富

の
不
平
等

を
所

得

の
不
孕

等
よ
り
大

ご
す

る
か
小

ご
す

る
か
ε
、
云
ふ

ご

ざ
論

及
し
て
ゐ
鰯
・
而
し
て
以
去

離

農

て
薯

鋒

人
芸

ふ
饗

音

響

鋳

す
良

の
同
情
が

董君

鯛

:;8
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●

、

噛

・

明

か
に
其
根
底

に
流

れ
て
み
る
、
然

し
其
論
述

は
決

し
て
屡

々
見

る
如

く
戚
情
的

誇
張
的

に
眞

理

の
闡

明

を
掩
齪
.

ナ

る
如
き
も

の
で
は
な
く

、
飽

く
迄

も
公
正
「
な

る
眞

理
探

究
出有
の
態

度
を
失

は
ざ

る
も

の
で
あ

る
、
.現
肚
會

の
僧
門

値

を
論
争

る

に
當

っ
て
も
亦

同
様

で
め

る
。

次

に
文
民
は

..国
∩
8
。
邑
。
○
」二
〇
。
財
、
に
於

て
脛
濟
的

理
想

を
論

じ
、
そ

は
資
本

の
意
味

に
於

け

る
富

の
壇
大
の

叉
は

一
人
當

の
可
能
的
最
大
所
得
で
は
な
く
、
可
能
的
最
大
な

る
物
的
幸
輻
で
あ
る
べ
き
で
あ

る
ε
し
て
ゐ
観
。

要
す
る
に
、
此
は
氏
の
主
窺
駒
留

の
概
念
を
徹
底
し
て
其
吐
會
政
策

の
理
想
を
明
か
に

し
授
も

の
で
、
同
じ
く
、

祉
會
問
題
的
意
義
を
現
は
せ
る
も
の
で
あ
る
。

カ

ヵ

へ

　

コ

ヘ

ミ

も

リ

サ

へ

も

も

ら

も

ヤ

ヤ

ヵ
　

も

斯
く
の
如
く
に
し
て
氏

の
富

の
概
念
論
の
根
本
的
意
義
は
肚
會
問
題
的
意
義
で
あ
る
ε
云
ふ
こ
ε
が
出
家
る
の

で
あ

る
。

今
や
肚
會
問
題
論
は
未
曾
有
の
白
熱
状
態
を
呈
し
頗

る
多
敬

の
論
説
が
B

に
月

に
現
は
れ
て
る
ゐ
。
.然
し
其
多

く
の
も
の
は
、
其
論
の
慕
礎
た
る
べ
き
理
想
論
ご
現
肚
會
論
ε
に
於
て
不
充

分
で
あ
る
が
爲
め
に
、
此
二
者
を
結

ぶ

べ
き
政
策
論
は
、
其
學
問
的
債
値

に
於
て
、
甚
だ
し
く
傷
け
ら
れ
て
る
る
。
.而
し
て
後
の
敏
黙
の
救
濟
は
、
充

分
な
る
経
済
原
論
の
助
に
倹
穴
ね
ば
な
ら
ぬ
。
氏
は
、
此
際
に
於

て
、
縄
濟
學
を

一
層
肚
會
問
題
に
役
立
た
し
め
.

コ

ヘ

セ

も

し

も

め

コ

ん

が
矯

め
に

「
富
.の
主

窺
化
.叉

は
人

生
化
」

ε
云

ふ
問

題

を
呈
出

し
な
も

の

で
あ

る
ε
云

ふ
こ

ご
が
出
來

る
。
故

に
氏

の
此

濁
創
的

な

る
努

力

は
、
目

下
の
急

務
た

る
肚

會
問

題
論

の
意
義

よ
り
.見

る
も
、
亦
吾

人

の
大

い
に
考
慮

し
尊
重
す

べ
き
も

の
で
あ

る
叫

(完

)

,

(註
ご

富
の
主
観
化
ご
縄
濟
聡
の
關
係
肛
重
要
な
ろ
問
題
な
る
が
故
F
改
め
て
詳
論
す
る
。
今
は
富
の
意
義
秘
明
に
す
る
爲
の
み
に
止
め
て
置
く

論

キ
ヤ
ナ
ン
の
富
の
概
念
に
就
琶
て
(二
、完
)

第
十
巻

(第
三
號

八
一
)

三
八
九

29)Cannan;EconomicOutlook,pp272-3
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